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《追悼の辞》
故　川上やまと先生を偲ぶ
　川上やまと先生がお亡くなりになって一年余が過ぎようとし
ております。ここに追悼論文集を編み，先生のお人柄，御業績
をお偲びしたいと思います。
　先生は大正12年（1923年）12月20日，東京市上野桜木町でお
生まれになり，平成3年（1991年）11月13日，68歳の誕生の日
を待たず他界なさいました。ほぼ10年間にわたって宿痢とお闘
いでありましたが，教育と研究に払われた懸命で真蟄な御努力
は強く私どもの胸を打つものがありました。
　先生は，父君が昭和の初め，田園都市構想のもとに開発され
た田園調布に居を移されたため，田園調布小学校に学ばれ，青
山学院高等女子部を経て1941年4月，東京女子大学英文科に入
学，44年9月，戦時下の「繰り上げ卒業」措置によって同校を
卒業なさいました。ついで同盟通信社（現　共同通信社）に入
社，外信部で敗戦後の45年11月までお働らきでした。戦後，東
京帝国大学が女性に初めて受験の機会を与えたときそれに挑戦
し，46年4月，東京大学経済学部に第一一期の女子学生として入
学，49年3月の卒業後は大学院に進まれ，故大河内一男先生の
?御薫陶をうけられたのでした。このような御経歴と先生のたた
ずまい一それは白磁のようなお肌と彫りの深いお顔だち，そ
して人見知りが強く極度にシャイな振る舞いに現われていまし
たが，それらは若い日の先生に「別世界の佳人」のような印象
を与えました。「もはや戦後ではない」というキャッチフレー
ズが生まれた頃，先生は専任助手として本学での勤務をお始め
になりましたが，当時の多くの女子学生が，そのような先生に
強く魅惑されたのを思い出します。
　先生は学生時代から当時のアジアの発展途上国，とりわけイ
ソドの貧困問題に関心をおもちでした。それはしだいに，貧困
を生みだす社会環境，カースト制度，そして産業の仕組みの解
明へと移行していき，その研究の歩みのなかでインドの人びと
との強いつながりが生まれてきたのでした。インドの民衆，と
りわけ貧しい女性たちにたいする共感と愛をおもちでありまし
た。この人びとの生活を豊かにするための社会的・経済的条件
の解明へと研究を進めていかれ，協同組合の発展という道に，
ひとつの解答を求めようとしていらっしゃいました。
　このような研究関心から先生は，1960年代初葉からインド，
アフリカあるいはロンドンへと研究のための出張をなさいまし
た。発病後の80年代半ば以降も，イソドの農村調査を数回にわ
たってお続けになりました。御自分の眼と心で社会と人びとの
真実を掴みたいとお考えでありました。御病気の性質と進行に
ついても同様に，あるときはたじろぎつつも真実に迫ろうとな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iii
さいました。言葉の真の意味で先生は社会科学者であった，と
敬服せざるをえません。
　先生はまた，1979年6月から82年9月末まで短期大学長職を
務められ，本学の教育行政にたいしても大きな貢献をなさいま
した。79年秋には当短期大学創立50周年の祝典をもちました
が，その式典行事にむけて懸命に御努力であったお姿を昨日の
ことのように思いだします。また，76年2月から82年2月まで
の4年間にわたって，明治大学評議員の任にあり，明治大学の
教育行政にたいしても枢要な働らきをなさいました。
　いまわが国の大学教育は大転機の時期にありますが，私ども
もまた新しい時代の到来を予知し，それに適合的な研究と教育
の発展をめざし，いっそうの努力を傾注したいと考えます。そ
れが第2次大戦後，四十年余にわたって本学の学生の教育のた
めに尽力なさった先生の御遺志にむくいる道とも考えます。こ
こに先学の先生方からも貴重な玉稿を頂戴して追悼論文集を編
むことができましたことを大変有りがたく思います。
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